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「災害は、日常の社会課題が浮き彫りになる。避難所運営を通じて

の地域コミュニティの再生、日常のコミュニティ形成の力を生かす」
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民間団体による避難所運営の

事例から考える



2016年 熊本地震
益城町総合体育館避難所



避難所運営においての最大の目標
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「災害は、日常の社会課題が浮き彫りになる。
2000名の避難民（住民のコミュニティ）が突如出

現、その一人一人の命と人権が守られ、自立、
再生の力を育む場、日常と深くつながっている」



多様な団体との実践力のある柔軟な多種連携コーディネート（コミュニティワーク））



マシキコミュニティ会議の略、長期化に伴い要支援者個別対応、ケア



・地域コミュニティに関わる専門職・民間団体による災害派遣団体
との協働、連携、柔軟なコーデネーション力、ファシリテーター力



こどもが、元気になると家族、避難所全体が明るくなり、積極的になる



避難所でも子育て支援重要、物資、トイレ、衛生面，更衣等々、女性、母子への配慮



避難所のコミュニティカフェ、交流、居場所、心の健康づくりにつながる







2020年 豪雨災害
熊本県球磨村























・地域コミュニティに関わる民間団体による災害団体、派遣団体と
の協働、連携、柔軟なコーデネーション力、ファシリテーター力

「災害は、日常の社会課題が浮き彫りになる。避難所運営を通じて
の地域コミュニティの再生、日常のコミュニティ形成の力を生かす」


